
 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般社団法人 日本放射線看護学会 

第 15 回学術集会 

開催趣意書 

 
 共催セミナー 

 各種広告協賛 

 企業展示 

 寄付金 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

会 期：2026 年 11 月 28 日（土）・29 日（日） 

会 場：弘前大学大学院保健学研究科 

会 長：冨澤 登志子（弘前大学大学院保健学研究科 教授）  



ご挨拶・ご支援のお願い 

謹啓 時下、貴社におかれましては益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。平素より本学会に

は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

さて、このたび、令和８年11 月28 日（土）・29 日（日）の2 日間、弘前大学大学院保健学研究

科にて「日本放射線看護学会第15 回学術集会」を開催させていただくこととなりました。 

本学会は、2012 年（平成24 年）に任意団体として発足し、2018 年（平成30 年）4 月に一般社

団法人「日本放射線看護学会」となった会員数約350 名を超える学術団体です。本学会の目的

は、「放射線看護の発展と専門的な活動の質向上に寄与すること、平常時、事故や異常、緊急

時、回復期の放射線看護を探求すること」（学会ホームページhttps://www.rnsj.jp/）とし、放射線

に関わる看護実践の基盤となるものを目指しております。放射線看護の実践者は、放射線防護を

学術基盤とし、放射線の健康影響に関する専門的知識を持ち、放射線診療の進歩に対応し、安全

で質の高い看護を提供する役割を果たしていくことが期待されます。

第15 回のテーマは、「放射線看護のネクストステージ AI・多職種との共創」といたしまし

た。放射線看護は、東日本大震災と原発事故を契機に創出され、15 年の歩みの中でリスクコミュ

ニケーションや専門看護師の育成など発展してきました。一方で、風化や国際的理解の格差、教

育体制の課題が残されています。そして、少子高齢化や人材不足、AI 時代の到来により、専門領

域を超えた連携と新たな専門性の再定義が求められています。本学術集会は、AI という知性のパ 

ートナーを得て、私たちの専門性をいかに深化させるのか。人でなければ提供できないケアの本

質とは何か。多職種、時には異分野の人々と手を取り合い、いかにして複雑な課題を乗り越えて

いくのか。そして、日本で生まれたこの放射線看護を、世界へ発信し、普遍的な知へと昇華させ

ることはできるのか。15 周年の節目に共に放射線看護の未来を切り拓き、その知を世界へ発信す

る出発点とさせていただきたく存じます。

つきましては、貴社におかれましては是非、本学術集会への広告掲載、共催、ご寄付等を賜り

たく、誠に勝手なお願いではございますが、何卒ご配慮を賜りますよう心よりお願い申し上げま

す。

末筆ではございますが、貴社の今後の益々のご発展を心よりお祈り申し上げます。

謹白

日本放射線看護学会第15回学術集会 

会長 冨澤 登志子

弘前大学大学院健学研究科 教授



一般社団法人日本放射線看護学会第15回学術集会 開催概要 

 

1. 学術集会の名称 

一般社団法人日本放射線看護学会第 15 回学術集会 

The15th Annual Meeting of the Radiological Nursing Society of Japan（RNSJ2026） 

公式ホームページURL https://rnsj15.com/ 

 

2. 学術集会テーマ 

「放射線看護のネクストステージ AI・多職種との共創」 

 

3. 会期 

2026年11月28日（土）～11月29日（日） 

 

4. 会場 

弘前大学大学院保健学研究科 

〒036-8564 青森県弘前市本町 66-1 

 

5. 開催方法 

対面開催 

 

6. 参加予定人数 

 約200名 

 

7. 一般社団法人日本放射線看護学会の事業目的と沿革 

看護師と放射線のかかわりは、自らも被ばくしながら被災者としてケアした広島長崎の看護師に

始まります。以来、放射線の医学利用の増大とともに、放射線看護は診療の場を主な舞台に発展して

きました。最近のがん放射線療法における専門看護師の活躍や認定看護師の誕生はその象徴です。一

方その間に、日本は核燃料工場の事故やこの度の原子力発電所の事故を経験し、放射線看護の枠組み

を、地域の人々や産業現場の人々、そして被ばく患者のケアをも実践できる、さらに高度なものへと

拡大・変革することが急務となり、日本放射線看護学会を設立いたしました。この学会は、放射線看

護の発展と専門的な活動の質向上に寄与することを目的としています。 

本学会は、2012 年に任意団体として発足し、2018 年に一般社団法人「日本放射線看護学会」とし

て新たにスタートしました。会員は、看護師、保健師、医師、福祉職をはじめとする専門職で構成

され、2025年 7月現在の会員数は約 370 名です。 

 

8．開催計画の概要  

１）プログラム（予定） 

11月 28日（土） 会長講演、基調講演、特別講演、教育講演、シンポジウム、交流集会、 

一般演題（口演・示説）、ランチョンセミナー、企業展示等 

11月 29日（日） 教育講演、シンポジウム、日本放射線技術学会との共催企画シンポジウ

ム、交流集会、一般演題（口演・示説）、ランチョンセミナー、企業展示

等 

 

 

 

 

 



２）講演集 

プログラムならびに学術集会講演集 PDFを参加者にメールで配布する。 

 

9.組織構成 

会  長：冨澤登志子（弘前大学大学院保健学研究科） 

企画委員：北島麻衣子、藤田あけみ、北宮千秋、野戸結花、漆坂真弓、高間木静香 

佐藤真由美、工藤ひろみ、北嶋結（弘前大学大学院保健学研究科） 

佐藤裕美子（弘前大学医学部附属病院看護部） 

 

学術集会事務局：弘前大学大学院保健学研究科（北島・藤田） 

〒036-8564  青森県弘前市本町 66-1 

e-mail：rnsj2026@hirosaki-u.ac.jp 
 

11．個人情報の利用目的 

ご氏名、メールアドレス等の個人情報は、日本放射線看護学会第 15回学術集会 協賛申込に

関して、請求書、領収証、運営に関する連絡以外の目的に利用しません。また第三者への開示

はいたしません。  



            収支予算             

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2026年 3月 1日現在、消費税は 10％にて計上 【収入】
項目 単価 数量 単位 金額

1,660,000

事前：正会員 8,000 110 名 880,000
当日：正会員 9,000 10 名 90,000
事前：非会員 9,000 60 名 540,000
当日：非会員 10,000 15 名 150,000

480,000
講演集 10,000 10 社 100,000
HPバナー広告 20,000 5 社 100,000
講演集及びHPバナー広告 30,000 6 社 180,000
講演集及びHPバナー広告、
幕間スライドショー

50,000 2 社 100,000

200,000
基礎・スペース小間出展料 50,000 4 社 200,000

200,000
ランションセミナー 100,000 2 社 200,000

700,000
学会補助 400,000 1 式 400,000
助成金 300,000 1 式 300,000

3,240,000

【支出】
項目 金額

Ⅰ事前準備関係費 670,000
1．運営準備費用 200,000
2．講演集製作費 150,000
3．ホームページ関連費 200,000
4．制作物関連費 120,000

Ⅱ当日運営関連費 1,560,000
1．機材関連費 300,000
2．会場設営費 80,000
3．運営人件費 550,000
5．運営諸経費 30,000
6．謝金・交通費 600,000

Ⅲ運営委託業者業務管理費 1,000,000
Ⅳ予備費 10,000

3,240,000

合計

合計

Ⅰ参加費

Ⅱ広告費

Ⅲ企業展示出展料

Ⅳ共催費用

Ⅴ寄付金・助成金



【寄付・広告掲載料】 

 共催セミナー 

 各種広告協賛 

講演集広告掲載：10,000円（税込） 

HPバナー広告：20,000円（税込） 

講演集広告掲載＋HP バナー広告：30,000円（税込） 

講演集広告掲載＋HP バナー＋幕間スライド：50,000円（税込） 

 企業展示：1ブース 50,000円（税込） 

 寄付金 1口 10,000円（税込）～ 

 

カテゴリー 項目名 協賛金額（税込） 備考 

共催セミナー ランチョンセミナー等 100,000 円 60 分間、会場費・基本設備費込 

各種 
広告協賛 
 
 
  

①講演集広告掲載 10,000 円 講演集 PDF に掲載 

②HP バナー 20,000 円 学術集会 HP に掲載 

②講演集広告＋ 
HP バナー 30,000 円  講演集 PDF および学術集会HP に掲載  

③広告 ＋HP バナー＋ 
 幕間スライド 50,000 円  

講演集 PDF および学術集会HP に掲載、

学術集会期間中の幕間スライド 

企業展示 展示ブース出展 1 ブース 50,000 円  

寄付金  学術運営寄付金  1 口 10,000 円〜  

学術集会 HP、講演集 PDF への社名掲載

（芳名録） 

 

【お問い合わせ先】 

   一般社団法人日本放射線看護学会 15回学術集会事務局  

〒036-8564 青森県弘前市本町 66-1 

   弘前大学大学院保健学研究科内 

北島麻衣子（TEL/FAX：0172-39-5984） 

E-mail：rnsj2026@hirosaki-u.ac.jp  



      ホームページ バナー広告・募集要項              

１．媒 体 名  日本放射線看護学会第 15回学術集会 ホームページ 

２．ホームページアドレス  https://rnsj15.com/ 

         トップページ 左もしくは下部 

３．掲 載 期 間  決定後～ホームページ終了（2027年 3月末予定）まで 

４．対 象 者  本学術集会参加者および関係機関 

５．広告掲載料  １枠 20,000円（税込）  ※講演集広告費も含む ※募集枠：9枠 

６．申込締切日  2026年 10月 29日(木) 

７．広告について サイズ：左右 210px 以内 × 縦 70px 以内（100KB以内） 

データ形式：jpg、gif、png ※GIFアニメーション・無限ループ不可 

ファイル名：学会名_バナー 

８．申 込 方 法  https://forms.office.com/r/054YfJUNCz  

または右 QRコードよりお申込みください。 

申込後、メールにて申込書受領のご連絡をいたします。 

 

９．バナー送付方法  申込受領のご連絡後、バナーデータを学会事務局までメールでお送りくださ

い 

          

10．お 振 込 先    

金融機関名  ゆうちょ銀行 

 口 座 番 号  11310-06944291 

 口 座 名 義  一般社団法人日本放射線看護学会（シャ）ニホンホウシャセンカンゴガッカイ） 

     ※税制上の取り扱いや免税措置はございません。収支予算書が必要な際は、担当者にご連絡ください。 

  



          講演集広告 募集要項              

 

１．広告掲載媒体名  一般社団法人日本放射線看護学会 第 15回学術集会 講演集 

２．規   格  PDF 

３．配 布 対 象  日本放射線看護学会 第 15回学術集会の参加者および関係者 

４．発行予定日  令和 8年 11月 28日 

５．申 込 期 限  令和 8年 9月 18日（木） 

６．版下締切日  令和 8年 9月末日  必着 

７．掲 載 予 定  後付 半頁または１頁（A４） ： 10,000円（税込） 

９．申 込 方 法    https://forms.office.com/r/054YfJUNCz 

または右 QRコードよりお申込みください。 

 

10．送 付 方 法  申込受領のご連絡後、データを学会事務局までメールでお送りください 

            

11．お 振 込 先    

 金融機関名  ゆうちょ銀行 

 口 座 番 号  11310-06944291 

 口 座 名 義  一般社団法人日本放射線看護学会（シャ）ニホンホウシャセンカンゴガッカイ） 

    ※税制上の取り扱いや免税措置はございません。収支予算書が必要な際は、担当者にご連絡ください。  

https://forms.office.com/r/054YfJUNCz


          寄付金募集要項              

１．寄付の名称  日本放射線看護学会 第 15回学術集会 

           寄付金代表依頼者  冨澤 登志子 

２．寄 付 金 額  一口以上（一口：10,000円） 

３．寄付依頼先  製薬関連企業、医療機器関連企業、その他企業等 

４．寄付金の使途  日本放射線看護学会 第 15回学術集会の開催費用に充当 

５. 申込期限 令和 8年 10月 29 日(木) 

＊2026 年 10 月 1 日（木）以降にお申込みいただいた場合、講演集の協賛一覧に貴社名

が掲載されないこと予めご了承ください。 

６．申 込 方 法  https://forms.office.com/r/054YfJUNCz 

または右 QRコードよりお申込みください。 

７．お 振 込 先   

  金融機関名  ゆうちょ銀行 

 口 座 番 号  11310-06944291 

 口 座 名 義  一般社団法人日本放射線看護学会 

（シャ）ニホンホウシャセンカンゴガッカイ） 

    ※税制上の取り扱いや免税措置はございません。収支予算書が必要な際は、担当者にご連絡ください。 

 

８．情報公開について 

         協賛内容及び協賛費用について、申込企業・団体が自身の Web サイト等で情

報公開することに同意します。  

https://forms.office.com/r/054YfJUNCz


          企業展示 募集要項           

１．目  的  会場内特設展示会場において各企業様の商品の紹介及び説明 

２．日  時  2026年 11月 28 日（土）・29日（日）  9:00～17:00 

        ※大会プログラムにより若干時間を変更する場合があります。 

        準備・搬入・設営日時：2026年 11月 27日（金）14:00～18:00 

３．会  場  弘前大学大学院保健学研究科内(〒036-8564 青森県弘前市本町 66-1) 

４．予定参加者  約 200 名 

５．展示小間  １小間 50,000円   募集小間数：4小間 

        展示ブース含む（高さ 270cm×幅 225cm×奥行 180cm・展示台高さ 70cm予定） 

        ※展示中の出展物その他の出展企業の財産の保全管理は、各出展企業におきま

して責任をもって対応いただきますようお願い申し上げます。 

        ※展示期間中の事故、損害におきましては主催者の責任に帰する事物以外は一

切の責任を負いません。 

        ※展示位置の決定は大会長にご一任くださいますようお願い申し上げます。 

６．電気工事および料金   

※特別な機材展示および、１ブース 500Wを超える電力使用につきましては別途、

実費をご請求いたします。 

        ※通電の異常、突発事故による停電、電圧異常などによる実演機器の損傷、破

損には責任を負いかねます。出展者においては事前の事故防止対策をおとり

になりますようお願い申し上げます。 

７．申込方法  https://forms.office.com/r/054YfJUNCz または 

右 QR コードよりお申込みください。 

 

 

８．申込期限  令和 8年 9月 18日（木） 

９．お振込先  金融機関名  ゆうちょ銀行 

  口 座 番 号  11310-06944291 

  口 座 名 義  一般社団法人日本放射線看護学会 

（シャ）ニホンホウシャセンカンゴガッカイ） 

   ※税制上の取り扱いや免税措置はございません。収支予算書が必要な際は、担当者にご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

https://forms.office.com/r/054YfJUNCz


          共催セミナー 募集要項          

 

１．会場（予定）と費用 

開催日 セミナー 会場（予定） 収容人数 共催費（税込） 

11月 28日（土） ランチョンセミナー１ 第 51講義室 80名 100,000 円 

11月 29日（日） ランチョンセミナー１ 第 51講義室 80名 100,000 円 

 

 ＊以下の費用は共催費には含まれていません。 

  食事代：お弁当、飲み物 

  講師謝金：講演料、招請費及び講師交通費 

  看板・表示物：会場表示看板、氏名掲示（演者・座長）等 

  追加機材：収録、控室の機材等 

 ＊セミナー枠決定  

会場・開催日の割当の最終決定につきましては、学術集会事務局にご一任下さい。 

 

２．申込方法 https://forms.office.com/r/054YfJUNCz または 

右 QR コードよりお申込みください。 

 

 

３．申込期限 2026年 10月 7日（金） 

  ＊共催費のお支払いおよび期日 

共催決定後請求書を送付させていただきます。 

2026年 10月 20 日（木）までにお振込みください。 

指定日までにお振込みをいただきますよう、ご協力をお願い申し上げます。 

 

４．お振込先  金融機関名  ゆうちょ銀行 

 口 座 番 号  11310-06944291 

 口 座 名 義  一般社団法人日本放射線看護学会（シャ）ニホンホウシャセンカンゴガッカイ） 

    ※税制上の取り扱いや免税措置はございません。収支予算書が必要な際は、担当者にご連絡ください。 

https://forms.office.com/r/054YfJUNCz

